
『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

要
　
　
木
　
　
純

一
、
は
じ
め
に

　
ど
の
国
家
、
民
族
の
文
学
史
を
播
い
て
も
、
文
学
活
動
が
絶
頂
に
達
す
る
黄
金
時
代
の
前
後
に
は
、
必
ず
暗
黒
時
代
と
称
さ
れ
る
停

滞
期
が
附
随
し
、
各
国
、
各
民
族
の
文
化
に
と
っ
て
寄
与
す
る
所
の
な
い
、
無
価
値
の
時
代
で
あ
っ
た
と
叙
述
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ

る
。　

筆
者
は
、
年
来
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
我
々
の
歴
史
認
識
の
構
造
自
体
に
、
絶
頂
期
の
光
の
部
分
に
目
を
奪
わ
れ
る
あ
ま
り
、
他
の

時
期
が
一
定
以
上
の
価
値
を
有
し
て
い
て
も
、
そ
の
闇
の
部
分
を
必
要
以
上
に
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
方
向
性
が
存
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
と
は
い
え
、
筆
者
に
と
っ
て
も
、
文
学
の
歴
史
的
記
述
は
、
や
は
り
わ
か
り
や
す
く
、

論
理
の
展
開
上
便
利
で
あ
る
の
で
、
結
局
は
多
く
を
歴
史
的
記
述
に
た
よ
り
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
外
れ
た
部
分
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
文
学
史
的
に
見
逃
さ
れ
が
ち
な
価
値
を
発
掘
す
べ
く
つ
と
め
て
来
た
。
そ
の
「
価
値
」
と
い
う
の
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か
、
未
だ
明
確
な
定
義
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
、
「
一
読
の
価
値
」
と
い
う
こ
と
ば
に
包

摂
さ
れ
る
よ
う
な
、
要
す
る
に
個
別
的
で
情
緒
的
な
観
念
を
、
広
く
模
索
し
て
い
き
た
い
。

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て



二

二
、
「
文
学
史
」
上
の
韓
変
の
時
代

　
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
『
韓
山
人
詩
集
』
（
以
下
『
詩
集
』
と
略
す
）
の
著
者
、
韓
突
は
、
文
学
史
的
に
忘
れ
去
ら
れ
た
小
詩
人
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
逆
に
筆
者
の
如
上
の
要
請
に
能
く
応
え
て
く
れ
る
部
分
が
多
い
。

　
彼
は
、
推
定
で
西
暦
二
二
三
四
年
か
ら
一
四
〇
六
年
ま
で
、
す
な
わ
ち
元
末
か
ら
明
初
の
生
を
享
け
た
人
で
あ
る
が
、
『
詩
集
』
で
見

る
限
り
、
そ
の
詩
作
の
年
代
は
、
多
く
、
明
に
入
っ
て
か
ら
の
、
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
冒
頭
に
属
す
る
。
若
い
頃
の
作
を
廃
棄

し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
質
的
に
も
晩
年
に
近
い
作
が
優
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
時
期
は
、
中
国
文
学
史
上
、
非
常
に
特
異
な
暗
黒
時
代
で
あ
っ
た
。
吉
川
幸
次
郎
氏
の
『
元
明
詩
概
説
』
（
『
中
国
詩
人
選
集
』

二
集
　
一
九
六
三
　
岩
波
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
文
学
史
的
に
は
空
虚
の
時
代
で
あ
っ
た
。
以
下
の
議
論
に
関
係
す
る
の
で
、
少
し
引
用

す
る
。

　
「
：
：
－
十
四
世
紀
、
元
末
明
初
の
時
期
は
近
世
に
お
け
る
詩
の
一
盛
時
で
あ
る
。
：
：
：
し
か
る
に
、
十
五
世
紀
に
入
る
と
と
も

　
に
、
す
べ
て
は
沈
黙
す
る
。
沈
黙
は
、
世
紀
の
前
半
を
お
お
い
、
文
学
の
ほ
と
ん
ど
が
、
し
ば
ら
く
空
虚
と
な
る
。
：
：
：
明
帝
国

　
の
政
治
の
体
制
は
、
い
よ
い
よ
強
固
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
文
学
は
全
く
振
わ
な
い
。
天
子
側
近
の
文
臣
と
し
て
は
、
江

　
西
出
身
の
楊
士
奇
、
福
建
出
身
の
楊
栄
、
湖
北
出
身
の
楊
薄
が
「
三
楊
」
と
並
称
さ
れ
、
そ
の
詩
文
の
体
を
、
「
台
閣
体
」
と
呼
ば
れ

　
た
と
い
う
が
、
退
屈
き
わ
ま
る
詩
の
よ
う
で
あ
り
、
か
わ
い
そ
う
な
死
を
と
げ
た
解
縛
の
全
集
と
と
も
に
、
か
え
り
み
る
人
は
な
い
。

　
ま
た
前
世
紀
に
あ
れ
ほ
ど
盛
況
を
呈
し
た
南
方
の
市
民
の
詩
も
、
盛
況
を
中
断
さ
れ
る
。
詩
は
、
市
民
の
教
養
と
し
て
、
作
り
つ
づ

　
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
記
憶
さ
れ
記
録
さ
れ
る
べ
き
人
物
は
皆
無
に
近
い
」
（
第
五
章
　
十
五
世
紀
　
明
の
中
期
の
一

　
空
虚
と
復
活
　
第
一
節
　
世
紀
前
半
の
空
虚
）

　
そ
の
空
虚
の
原
因
と
し
て
、
氏
は
二
つ
あ
げ
る
。
一
つ
は
、

　
「
素
朴
を
も
っ
て
国
を
立
て
た
太
祖
皇
帝
朱
元
璋
、
及
び
そ
の
後
継
者
の
、
政
策
の
成
功
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
・
－
：
・
「
八



　
股
文
L
に
習
熟
す
る
だ
け
で
官
吏
と
な
れ
る
と
い
う
簡
易
な
「
科
挙
」
は
、
発
案
者
の
太
祖
の
希
望
ど
お
り
、
従
来
は
官
界
に
は
い

　
れ
な
か
っ
た
素
朴
な
階
層
の
人
々
を
、
官
吏
と
し
、
あ
る
い
は
知
識
人
と
し
て
の
資
格
を
賦
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
擦
頭

　
し
た
新
し
い
階
層
は
、
一
お
う
の
知
識
人
で
あ
っ
て
も
、
詩
人
と
し
て
活
動
を
充
分
に
す
る
だ
け
の
能
力
を
、
も
つ
に
至
ら
な
か
っ

　
た
の
で
は
な
い
か
」

　
こ
の
こ
と
は
韓
突
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
の
時
期
に
韓
突
は
す
で
に
六
十
歳
以
上
で
あ
っ
た
。
い
ま
一
つ
の
原
因
は
、

　
「
ま
た
、
南
方
の
市
民
の
詩
の
不
振
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
心
で
あ
る
蘇
州
の
地
帯
が
、
か
つ
て
、
張
士
誠
の
居
城
で
あ
っ
た
こ
と

　
か
ら
、
太
祖
の
憎
し
み
を
買
い
、
全
国
最
高
の
税
率
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
も
、
そ
の
地
方
の
人
人
の
意
気
を
沮
喪
さ
せ
、
余
裕
を
う

　
ば
っ
た
で
あ
ろ
う
」

　
こ
れ
は
、
ま
さ
に
そ
の
蘇
州
に
居
住
し
て
い
た
韓
突
に
あ
て
は
ま
る
。
な
お
私
見
を
加
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
、
明
初
以
来
の
知
識

人
に
対
す
る
し
め
付
け
政
策
（
処
罰
や
強
制
移
住
）
が
効
果
を
あ
ら
わ
し
、
か
つ
、
靖
難
の
変
な
ど
の
政
治
闘
争
下
に
、
知
識
人
が
身

を
守
る
た
め
に
汲
々
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
文
学
史
的
空
虚
の
原
因
と
考
え
る
。
明
朝
の
支
配
は
、
異
民
族
王
朝
の
元
よ
り
も

苛
酷
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

三
、
韓
変
の
生
涯
と
後
世
の
評
価

　
韓
突
の
生
涯
の
大
概
を
以
下
に
述
べ
る
。

　
銭
謙
益
の
編
し
た
、
明
代
詩
人
の
選
集
で
あ
る
『
列
朝
詩
集
』
の
甲
集
第
十
六
に
、
韓
突
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
小
伝
が
、

彼
の
生
涯
を
コ
ソ
パ
ク
ト
に
ま
と
め
、
従
来
の
韓
突
の
人
と
為
り
に
対
す
る
一
般
的
な
評
価
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す

　
「
突
、
字
は
公
望
、
呉
（
蘇
州
）
の
人
。
元
の
文
宗
（
在
位
二
二
二
九
⊥
二
二
）
の
時
に
生
ま
る
。
少
き
と
き
目
告
む
。
簸
し
て
蒙

　
卦
を
得
、
目
膠
療
す
可
か
ら
ざ
る
を
知
り
、
遂
に
其
の
室
に
扁
し
て
『
蒙
斎
』
と
日
う
。
意
を
仕
進
に
絶
ち
、
王
賓
と
友
善
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
借
に
医
に
隠
る
。
建
文
の
初
め
、
挑
善
呉
に
守
た
り
。
造
り
て
之
に
請
う
。
公
望
中
門
を
瞼
え
ず
、
布
簾
の
内
に
答
え
て
「
不
在
な

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

三



四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
り
」
と
云
う
。
一
目
、
賓
の
在
る
を
伺
い
、
其
の
室
に
掩
入
す
る
も
、
公
望
は
楊
伽
山
に
走
ぐ
。
善
随
い
て
至
れ
ば
、
則
ち
小
舟
を

　
浮
べ
て
太
湖
に
入
る
。
善
は
嘆
息
し
て
日
く
「
韓
先
生
は
、
所
謂
名
は
聞
く
を
得
可
き
も
、
身
は
得
て
見
る
可
か
ら
ざ
る
也
」
寿
蔵

　
を
支
酬
山
の
下
に
作
り
、
賓
之
が
記
を
為
る
。
挑
広
孝
其
の
詩
に
序
し
て
日
く
「
公
望
の
人
と
為
り
は
、
端
雅
に
し
て
純
正
。
書
を

　
読
み
て
理
を
窮
め
、
諸
子
百
家
は
、
博
く
究
め
ざ
る
は
摩
し
。
市
塵
に
居
り
と
難
も
、
岩
堅
に
処
る
が
如
し
」
国
初
呉
中
の
高
士
は
、

　
賓
と
公
望
と
を
以
て
首
を
称
す
と
為
す
」

　
韓
突
の
詩
に
対
す
る
好
意
的
な
評
価
と
し
て
、
朱
舞
尊
編
の
『
明
詩
綜
』
も
そ
の
韓
突
の
項
に
、
朱
の
著
し
た
『
静
志
居
詩
話
』
を

引
い
て
次
の
如
く
い
う
。

　
「
明
初
の
呉
中
に
高
士
三
人
あ
り
。
一
は
長
州
の
王
賓
、
伸
光
。
一
は
毘
山
の
王
履
、
安
道
。
其
の
一
は
即
ち
公
望
（
韓
突
）
也
。

　
三
人
皆
医
に
隠
る
。
仲
光
の
詩
は
多
く
僅
率
。
安
道
は
、
華
山
に
遊
ん
で
詩
を
作
る
こ
と
一
百
五
十
首
。
然
れ
ど
も
録
す
る
に
足
る

　
者
無
し
。
必
ず
公
望
を
以
て
巨
撃
と
為
す
焉
」

　
両
書
の
記
述
を
合
わ
せ
れ
ば
、
旧
中
国
に
お
い
て
、
韓
突
は
、
王
賓
ら
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
民
問
の
隠
逸
詩
人
と
し

て
、
あ
る
程
度
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
同
時
期
に
、
他
に
人
材
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
来
は
小
詩

人
の
範
瞬
に
入
る
も
の
が
、
こ
と
さ
ら
に
持
ち
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
。

　
両
書
に
選
ば
れ
た
韓
突
の
詩
も
、
隠
逸
の
風
格
を
し
の
ば
せ
る
も
の
を
中
心
と
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
両
書
と
も
に
選
ぶ
「
独
坐
」
詩
。

　
「
世
味
は
老
来
淡
に
し
て
、
門
を
閉
じ
て
独
居
を
欣
ぶ
。
一
た
び
閑
な
れ
ば
僧
も
亦
た
羨
み
、
癖
多
く
し
て
友
は
常
に
疎
な
り
。
竹

　
露
頭
は
硫
け
ば
冷
た
く
、
茶
炉
夢
覚
む
る
の
初
め
。
詩
懐
並
び
に
酒
興
、
楽
し
ま
ず
し
て
復
た
何
如
」

　
し
か
し
、
筆
者
は
、
彼
の
別
集
を
通
読
し
て
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
「
隠
逸
」
と
い
う
こ
と
ば
で
は
、
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
あ
る
も

の
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
『
列
朝
詩
集
』
が
選
ぶ
］
一
月
二
日
友
に
寄
す
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ

　
「
頻
年
芳
節
雨
り
な
が
ら
勿
勿
、
往
事
の
閑
思
は
半
ば
夢
中
な
り
。
江
郭
春
寒
し
連
夕
の
雨
、
海
裳
花
は
信
り
す
幾
番
の
風
。
菱
菱

　
た
る
遠
浦
は
芳
草
に
迷
い
、
歴
歴
た
る
青
山
は
断
鴻
を
没
す
。
帳
望
し
て
君
を
思
え
ば
無
限
の
意
、
扁
舟
一
酔
す
る
は
故
人
同
じ
な



　
ら
ん
」

　
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
『
中
国
文
学
大
辞
典
』
（
一
九
九
一
　
天
津
人
民
出
版
杜
）
の
韓
突
の
項
目
（
ヂ
恭
弘
氏
）
は
、

　
「
其
の
詩
は
清
逸
淡
雅
に
し
て
、
能
く
較
や
好
ろ
し
く
（
地
）
其
の
閑
適
的
の
晴
懐
を
拝
発
す
。
《
二
月
二
日
友
に
寄
す
》
・
－
－
・
の

　
如
き
は
、
連
夕
雨
、
幾
番
風
、
菱
妻
芳
草
、
青
天
断
鴻
的
の
景
観
は
、
其
の
”
閑
思
。
の
情
緒
を
将
っ
て
生
動
地
に
煤
托
し
出
だ
し

　
来
た
れ
り
」

と
評
す
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
「
閑
思
」
は
、
「
往
事
」
の
、
す
な
わ
ち
過
去
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
現

在
、
そ
れ
は
「
勿
勿
」
た
る
日
常
の
中
で
「
夢
中
」
の
如
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
雨
も
風
も
草
も
鴻
も
、
こ
こ
で
は

お
よ
そ
閑
思
に
ふ
さ
わ
し
い
景
物
と
は
い
、
い
が
た
い
の
で
は
な
い
か
。
第
四
句
は
、
「
二
十
四
番
花
信
風
」
の
語
を
も
と
に
し
て
お
り
、

「
海
裳
を
今
（
春
分
あ
た
り
）
さ
か
せ
る
と
こ
ろ
の
花
を
も
た
ら
す
風
は
、
そ
の
二
十
四
番
の
何
番
目
に
あ
た
る
だ
ろ
う
か
（
実
は
十

六
番
目
）
」
と
い
う
語
気
で
あ
り
、
筆
者
は
「
閑
思
」
よ
り
も
、
友
と
別
れ
て
時
問
が
む
な
し
く
す
ぎ
る
さ
び
し
さ
を
、
こ
の
「
幾
番
風
」

と
い
う
表
現
が
「
煤
托
」
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
「
妻
妻
芳
草
」
も
「
歴
歴
青
天
」
も
、
崔
頴
の
『
黄
鶴
楼
』
詩
の
、
一
聯
「
晴
川
歴
歴

た
り
漢
陽
の
樹
、
芳
草
菱
妻
た
り
鶏
鵡
洲
」
を
意
識
し
て
い
る
な
ら
ば
、
「
閑
思
」
と
は
程
遠
い
憂
愁
に
満
ち
た
心
情
を
読
み
と
る
の
が

自
然
な
の
で
は
な
い
か
。
弄
氏
の
韓
突
詩
全
体
に
対
す
る
「
其
の
詩
は
、
格
局
は
大
な
ら
ず
と
難
も
尚
お
諏
謂
す
可
し
」
と
い
う
評
価

に
っ
い
て
は
、
筆
者
も
お
お
む
ね
賛
成
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
批
評
に
つ
い
て
は
首
肯
し
か
ね
る
し
、
更
に
氏
の
下
し
た
「
清
逸

淡
雅
」
の
評
は
、
概
説
の
記
述
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
表
向
き
の
韓
突
の
詩
の
印
象
の
裏
に
種
々
複
雑

で
屈
折
し
た
感
情
が
隠
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
を
本
稿
で
は
述
べ
た
い
。

四
、
『
韓
山
人
詩
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
底
本
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。
韓
突
の
別
集
『
韓
山
人
詩
集
』
に
は
、
刊
本
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
が
見
る

を
得
た
の
は
、
二
種
の
抄
本
（
刊
本
の
抄
本
で
あ
ろ
う
）
の
影
印
、
複
写
の
み
で
あ
る
。
一
つ
は
『
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
』
（
一
九
八
五

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

五



ノ＼

　
新
文
豊
出
版
公
司
）
巻
八
所
収
の
『
韓
山
人
詩
集
』
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
こ
の
た
び
静
嘉
堂
文
庫
の
御
好
意
で
複
写
す
る
を
得
た

『
韓
山
人
詩
集
』
（
四
冊
本
）
で
あ
る
。
前
者
は
冒
頭
に
附
さ
れ
て
い
る
藩
柏
澄
氏
の
「
叙
録
」
に
よ
れ
ば
台
北
中
央
図
書
館
蔵
の
旧
抄

本
の
影
印
で
あ
る
。
播
氏
は
「
珍
秘
と
称
す
る
に
堪
う
」
と
賞
讃
す
る
が
、
今
後
者
の
静
嘉
堂
文
庫
本
と
対
照
す
る
に
、
前
者
は
後
者

の
後
半
二
冊
に
あ
た
る
『
韓
山
人
詩
続
集
』
が
嵌
け
て
お
り
、
半
数
に
近
い
詩
詞
が
失
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
影
印
の
不
手
際
の
た
め

か
、
目
次
の
順
序
が
乱
れ
、
附
録
の
王
賓
著
の
「
寿
蔵
記
」
の
後
半
が
嵌
げ
て
い
る
。
誤
字
、
脱
字
も
多
く
善
本
と
は
い
い
難
い
。

　
静
嘉
堂
文
庫
本
は
、
全
体
が
四
分
冊
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
一
冊
ず
っ
、
そ
の
内
容
の
大
概
を
示
せ
ば
、

　
第
一
冊
韓
山
人
詩
集
目
録
、
四
言
古
詩
、
五
言
古
詩
、
七
言
古
詩
、
五
言
律
詩
。

　
第
二
冊
　
五
言
律
詩
（
承
前
、
排
律
を
含
む
）
、
七
言
律
詩
、
五
言
絶
句
、
六
言
絶
句
、
七
言
絶
句
、
附
録
寿
蔵
記
（
王
賓
）
、
政

　
　
　
　
　
（
梁
用
行
）
、
又
政
（
守
道
）
、
又
政
（
蒋
用
文
）
。

　
第
三
冊
韓
山
人
詩
続
集
序
（
趨
友
同
）
、
五
言
古
詩
、
五
言
排
律
、
五
言
律
詩
。

　
第
四
冊
　
五
言
律
詩
（
承
前
）
、
七
言
律
詩
、
五
言
絶
句
、
七
言
絶
句
、
韓
山
人
詞
、
政
（
復
翁
1
1
黄
丞
烈
）
、
韓
先
生
行
状
。

　
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
、
量
的
に
は
、
韓
突
の
作
品
の
全
貌
を
ほ
ぼ
う
か
が
え
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
元
人
珍
本
文
集
叢
刊
本
の
目

録
の
前
に
附
さ
れ
て
い
る
、
桃
広
孝
。
著
の
「
韓
山
人
詩
集
序
」
は
、
彼
に
あ
っ
て
、
此
に
な
い
の
で
、
補
う
必
要
が
あ
る
。

　
静
嘉
堂
文
庫
本
所
載
の
、
清
の
蔵
書
家
　
黄
丞
烈
一
復
翁
）
の
政
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
（
『
清
人
書
目
題
政
叢
刊
』
六
　
中
華
書
局

　
一
九
九
三
所
収
の
『
葵
園
蔵
書
題
識
十
巻
　
附
補
遺
』
の
巻
九
に
同
文
が
あ
る
）

　
「
丁
卯
（
一
八
〇
七
）
秋
莫
、
明
初
の
刻
本
を
以
て
、
手
づ
か
ら
校
す
る
こ
と
一
過
す
。
前
に
目
録
を
脱
し
、
後
に
「
蒙
斎
記
」
を

　
脱
す
。
当
に
補
入
す
べ
し
。
此
の
冊
は
、
通
体
影
抄
な
る
者
に
似
た
り
。
旧
刻
問
ま
、
二
一
の
誤
字
有
る
に
、
此
も
亦
た
之
に
価
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る
が

　
隅
ま
欄
板
有
り
、
字
跡
は
模
糊
た
る
も
、
此
は
却
っ
て
清
爽
な
り
、
当
に
是
れ
初
印
本
従
り
写
す
る
也
。
抄
本
を
以
て
之
を
忽
せ
に

　
す
る
勿
れ
。
復
翁
」

　
本
文
に
は
、
果
た
し
て
黄
氏
の
手
と
思
わ
れ
る
校
文
が
入
っ
て
い
る
。
「
明
初
刊
本
」
な
る
も
の
を
目
贈
し
え
な
い
の
で
、
信
頼
に
足



る
校
定
本
で
あ
る
か
ど
う
か
確
言
は
出
来
な
い
が
、
筆
者
が
通
読
し
た
限
り
で
は
大
む
ね
当
を
得
て
お
り
、
ま
た
、
本
稿
の
立
論
の
上

で
は
支
障
が
な
い
の
で
、
底
本
と
し
て
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る
。
な
お
、
現
時
点
で
は
、
黄
氏
の
い
う
「
蒙
斎
記
」
が
い
か
な
る

も
の
か
つ
ま
び
ら
か
に
し
得
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
。

　
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
本
文
の
書
体
は
、
端
正
で
あ
る
が
、
癖
の
あ
る
異
体
字
を
多
く
用
い
て
い
る
。
恐
ら
く
原
本
（
原
刊
本
）
に
お
い

て
も
そ
の
よ
う
な
字
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
通
用
の
字
体
（
常
用
漢
字
）
に
改
め
て
引
用
し
た
。

五
、
元
末
に
お
け
る
韓
変

　
さ
て
、
以
下
は
韓
突
の
生
涯
を
た
ど
り
つ
つ
、
彼
の
文
学
者
と
し
て
の
特
徴
を
論
じ
た
い
。

　
た
だ
し
、
彼
の
生
涯
を
知
る
た
め
の
資
料
は
至
っ
て
乏
し
く
、
正
確
な
年
譜
作
成
は
期
し
が
た
い
。
特
に
、
そ
の
前
半
生
は
、
元
末

の
混
乱
期
に
あ
っ
て
過
ご
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
の
事
情
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
は
殆
ん
ど
な
く
、
『
詩
集
』
中
に
も
そ
の
時
代

の
も
の
と
聖
言
で
き
る
作
品
は
な
い
。
そ
も
そ
も
『
詩
集
』
中
の
詩
は
、
年
号
は
殆
ん
ど
な
い
し
、
年
代
順
に
並
ん
で
も
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
、
『
詩
集
』
第
二
冊
　
七
言
絶
句
（
以
下
『
詩
集
』
二
　
七
絶
の
よ
う
に
略
す
）
「
重
ね
て
同
川
を
過
ぐ
」

詩
の
一
句
「
家
を
携
え
て
曽
て
此
に
兵
塵
を
避
く
」
の
「
兵
塵
」
が
、
元
末
の
こ
と
か
、
明
初
の
こ
と
か
、
靖
難
の
変
の
こ
と
か
（
そ

の
可
能
性
は
少
い
が
）
、
に
わ
か
に
は
確
定
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
史
的
な
韓
突
の
像
の
再
構
築
に
と
っ
て
は
致
命
的
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
筆
者
の
主
な
関
心
は
、
韓
突
が
、
晩
年
永
楽
期
の
初
め
に
到
達
し
た
境
地
に
在
る
の
で
、
そ
の
境
地
に
反
映
す
る
、
彼

の
人
生
経
験
だ
け
を
拾
え
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
乱
暴
を
承
知
で
い
え
ば
、
元
末
で
あ
ろ
う
が
、
明
初
で
あ
ろ
う
が
、
彼
の
詩

作
に
与
え
る
影
響
が
等
値
で
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
扱
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
生
体
験
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
我
々
の
脳

裏
に
超
時
間
的
に
現
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
先
に
引
用
し
た
藩
氏
の
「
叙
録
」
に
は
、
考
証
抜
き
で
、
韓
突
の
生
年
を
二
三
二
四
年
（
順
帝
の
元
統
二
年
）
に
し
て
い
る
。
今
『
詩

集
』
一
　
五
律
「
冬
至
」
を
見
れ
ば
、
そ
の
後
序
に
「
時
に
年
は
六
十
一
。
甲
戌
の
歳
也
」
と
あ
り
、
「
甲
戌
」
は
洪
武
二
十
七
年
（
一

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

七



八

三
九
四
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
藩
氏
は
こ
れ
に
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
の
『
列
朝
詩
集
』
小
伝
及
び
そ
れ
が
依
っ
た
と
思
わ
れ
る

王
賓
の
「
寿
蔵
記
」
（
『
詩
集
』
二
　
附
録
）
に
「
元
文
宗
の
時
に
生
ま
る
」
と
い
う
の
に
合
わ
な
い
が
、
今
二
、
三
年
の
ち
が
い
は
間

題
で
な
い
の
で
ひ
と
ま
ず
お
く
。

『
詩
集
』
四
　
附
録
の
「
韓
山
人
行
状
」
に
よ
れ
ば
、
彼
は
「
宋
の
忠
献
魏
王
埼
の
後
」
、
す
な
わ
ち
北
宋
の
宰
相
韓
埼
の
子
孫
で
あ
る
。

そ
の
家
柄
に
韓
突
が
自
負
を
も
ち
、
家
を
保
つ
こ
と
に
使
命
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
詩
は
、
『
詩
集
』
に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
『
詩
集
』
一
　
五
古
「
墓
下
子
に
示
す
」

　
　
　
　
　
　
一
」
こ

　
「
願
わ
く
は
言
に
諸
子
の
輩
、
俗
守
し
て
怠
荒
す
る
母
れ
。
家
儀
は
伝
わ
る
こ
と
昔
自
り
す
、
歳
事
故
常
有
り
。
官
年
呉
下
の
墓
、

　
庶
く
は
安
陽
に
塊
じ
ざ
ら
ん
こ
と
を
」

　
ま
た
、
『
詩
集
』
四
　
七
律
「
孫
名
？
陣
日
に
当
り
て
戯
作
す
」

　
「
薄
田
郭
を
負
う
は
先
人
の
業
、
遺
譜
家
に
伝
わ
る
は
旧
相
の
門
」

　
旧
相
は
む
ろ
ん
韓
埼
を
指
す
。

「
韓
山
人
行
状
」
に
よ
れ
ば
、
「
父
は
凝
、
医
に
工
み
な
り
」
と
あ
る
が
、
元
末
明
初
の
学
者
で
『
元
史
』
纂
修
に
も
加
わ
っ
た
胡
翰
（
一

三
〇
七
∫
八
一
）
の
別
集
『
胡
仲
子
集
』
（
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
集
所
収
）
巻
九
の
「
韓
復
陽
墓
爾
」
に
あ
る
と
お
り
、
字
は
復
陽
で
あ

る
。
こ
の
文
章
は
胡
が
韓
突
の
請
い
に
応
じ
て
、
そ
の
亡
父
韓
凝
（
二
二
一
八
∫
七
一
）
の
為
に
撰
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
末
に
お
け

る
韓
突
の
動
向
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
な
の
で
、
幾
つ
か
の
部
分
を
引
く
。

　
「
君
（
韓
凝
）
、
講
は
某
（
即
ち
凝
）
、
字
は
復
陽
。
少
く
し
て
孤
に
し
て
母
を
奉
ず
。
孝
を
以
て
郷
里
に
聞
こ
ゆ
。
郷
人
能
く
子
た

　
る
を
以
て
之
を
称
す
。
力
め
て
学
び
て
古
え
を
好
む
。
尤
も
医
家
の
説
に
精
し
。
：
：
：
准
陰
の
襲
璃
、
遂
昌
の
鄭
玄
祐
は
呉
中
に

　
在
り
て
、
士
林
の
望
為
り
。
独
り
行
輩
を
折
っ
て
、
君
と
款
拾
た
り
。
四
方
よ
り
来
た
る
者
、
呉
中
の
士
を
問
う
に
、
両
人
な
る
者

　
は
、
君
を
以
て
首
を
称
す
と
為
す
。
是
に
於
い
て
人
は
君
の
医
に
於
け
る
や
、
蓋
し
寓
な
る
を
知
る
也
」

　
医
を
業
と
し
つ
つ
も
、
元
末
の
蘇
州
知
識
人
の
中
心
で
あ
っ
た
鄭
元
祐
、
襲
璃
に
認
め
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

　
コ
兀
の
始
め
て
乱
る
る
や
、
張
士
誠
は
蘇
州
に
拠
る
。
衆
の
附
か
ざ
る
を
恐
れ
、
大
い
に
人
心
を
結
び
、
士
類
を
引
き
て
已
が
用
と



　
為
す
。
或
い
は
強
い
て
君
を
起
た
し
む
。
君
は
固
く
母
老
い
た
る
を
以
て
辞
す
」

　
元
末
に
蘇
州
を
支
配
し
た
、
張
士
誠
政
権
へ
の
協
力
を
拒
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
父
の
下
で
育
っ
て
突
は
人
と
為
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
処
世
の
態
度
も
受
け
つ
い
だ
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
そ
の
処
世
の
態
度
は
、
決
し
て
、
張
士
誠
は
逆
賊
で
あ
る
か
ら
、
元
に
対
し
て
、
或
い
は
後
に
は
朱
元
璋
に
対
し
て
、
節
義

を
貫
か
ん
が
た
め
に
、
出
仕
を
固
く
拒
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
そ
の
問
の
微
妙
さ
を
示
す
た
め
に
、
『
詩
集
』

一
　
五
古
「
鄭
所
南
画
蘭
」
を
引
こ
う
。
鄭
所
南
は
、
鄭
思
肖
、
宋
元
間
に
あ
く
ま
で
元
朝
に
抵
抗
し
た
文
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

そ
の
画
い
た
蘭
に
つ
い
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
そ
の
後
序
に
い
う
。

　
「
：
－
：
疎
花
蘭
葉
、
根
は
土
に
著
か
ず
刀
人
之
に
間
え
ば
、
日
く
、
土
は
番
人
の
為
に
奪
わ
る
、
着
く
る
に
忍
ば
ん
邪
」

等
の
鄭
思
肖
の
有
名
な
故
事
を
引
い
た
後
、
鄭
思
肖
の
毅
然
た
る
態
度
を
示
す
事
件
に
言
及
す
る
。

　
「
嘉
定
の
某
官
脅
か
す
に
官
事
を
以
て
し
て
、
蘭
を
画
く
を
求
む
る
も
、
日
く
、
手
は
断
つ
べ
く
も
、
蘭
は
得
可
か
ら
ざ
る
也
。
又

　
目
ノ
＼
求
む
れ
ば
則
ち
得
ず
、
求
め
ざ
れ
ば
或
い
は
与
え
ん
。
老
眼
空
潤
な
る
も
清
風
万
古
な
ら
ん
」

　
こ
れ
ら
の
故
事
は
、
韓
突
が
父
か
ら
聞
か
さ
れ
続
け
た
話
で
あ
っ
た
。

　
「
突
之
を
先
人
復
斎
（
凝
）
に
聞
く
、
復
斎
之
を
外
祖
唐
東
喚
に
聞
く
。
東
喚
は
所
南
と
交
わ
り
甚
だ
厚
し
。
皆
宋
末
元
初
の
人
な

　
り
」

　
韓
凝
を
先
人
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
彼
の
死
ん
だ
明
に
入
っ
て
か
ら
の
文
章
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
か
く
の
如
き
言
い
伝
え
を
す
る
家

族
は
、
元
朝
統
治
下
で
反
元
の
気
風
を
も
ち
つ
づ
け
た
だ
ろ
う
、
ま
し
て
北
宋
の
宰
相
の
子
孫
な
の
だ
か
ら
、
と
い
う
ふ
う
に
、
安
易

に
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
彼
等
に
と
っ
て
、
宋
も
元
も
張
士
誠
政
権
も
、
そ
し
て
明
も
同
じ
よ
う
に
厄
介
な
存
在
で
あ
っ
て
、
就
く
も

離
れ
る
も
己
が
生
に
と
っ
て
危
険
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
鄭
思
肖
に
つ
い
て
も
、
異
民
族
王
朝
に
反
抗
し
た
こ
と
よ
り
も
、
生
を

全
う
し
た
そ
の
処
世
態
度
に
魅
か
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
鄭
所
南
画
蘭
」
の
詩
に
云
う
。

　
「
（
蘭
の
画
は
）
流
落
し
て
世
の
為
に
重
ん
ぜ
ら
る
、
寧
ぞ
論
ぜ
ん
拙
と
工
と
。
此
の
花
は
時
有
り
て
尽
く
る
も
、
此
の
恨
み
は
何
の

　
時
に
か
終
わ
ら
ん
。
肝
嵯
匹
夫
の
心
も
、
受
く
る
所
は
天
衷
由
り
す
。
我
思
う
段
の
頑
民
、
千
載
将
た
同
じ
き
こ
と
無
き
か
」

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

九



一
〇

　
鄭
思
肖
の
「
頑
民
」
た
る
生
き
方
に
共
鳴
す
る
か
の
如
き
で
あ
る
。
明
王
朝
下
で
こ
と
さ
ら
に
鄭
思
肖
を
ほ
め
た
た
え
る
裏
に
、
漢

民
族
王
朝
の
明
と
て
も
韓
突
に
と
っ
て
は
決
し
て
理
想
の
王
朝
で
は
な
く
、
少
し
距
離
を
お
い
て
、
頑
民
、
遺
民
と
し
て
清
潔
に
生
き

た
方
が
よ
い
と
い
う
気
迫
が
あ
る
の
を
筆
老
は
感
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
処
世
態
度
こ
そ
、
韓
突
が
凝
の
下
で
元
末
に
身
に
つ
け
た
も
の

で
、
後
の
隠
逸
的
な
彼
の
性
格
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。

　
鄭
思
肖
と
逆
に
、
宋
の
王
族
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
朝
に
仕
え
た
超
孟
頬
に
つ
い
て
韓
突
は
ど
う
見
な
し
て
い
た
か
。
『
詩
集
』

一
　
五
古
「
趨
魏
公
の
人
馬
の
図
、
道
上
人
の
為
に
賦
す
」
は
、
漢
民
族
王
朝
の
明
に
と
っ
て
は
評
価
す
る
に
都
合
の
悪
そ
う
な
こ
の

人
物
の
画
を
、
徹
頭
徹
尾
ほ
め
た
た
え
る
。
そ
し
て
、

　
「
想
う
延
楕
の
問
に
当
り
て
、
正
に
太
平
の
日
に
逢
う
。
万
里
峰
姻
は
息
み
、
八
荒
轍
跡
は
無
し
」

と
い
う
部
分
は
、
元
仁
宗
の
治
世
の
平
和
で
あ
っ
た
の
t
比
べ
、
明
の
現
状
が
混
乱
し
て
、
戦
乱
に
あ
け
く
れ
る
の
を
暗
に
批
判
す
る

が
如
く
で
あ
る
。

　
韓
突
が
死
ん
だ
後
、
そ
の
弟
韓
夷
が
、
兄
の
五
絶
「
支
醐
山
十
二
詠
」
に
画
を
附
し
て
、
序
を
「
三
楊
」
の
一
人
楊
栄
に
請
う
た
。
（
景

印
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
文
敏
集
』
巻
十
四
「
支
醐
山
十
二
詠
序
」
）
そ
の
序
に
韓
突
が
明
に
入
っ
て
出
仕
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

付
度
す
る
。

　
「
世
の
人
蓋
し
先
生
（
韓
突
）
の
高
志
を
知
ら
ざ
る
者
有
り
て
隠
者
を
以
て
之
を
目
す
。
先
生
豊
に
真
に
隠
な
ら
ん
哉
。
元
の
末
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
寸

　
当
り
て
、
張
士
誠
窃
み
て
姑
蘇
に
拠
る
。
先
生
父
子
（
す
な
わ
ち
韓
凝
と
突
）
は
、
毅
然
と
し
て
徴
辞
を
受
け
ず
。
情
を
山
水
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
ま
　
　
　
　
す
寸

　
に
放
ち
て
、
優
遊
自
適
す
。
天
朝
天
下
を
統
一
す
る
に
追
ん
で
、
凡
そ
四
方
才
俊
の
士
彙
り
て
征
む
。
時
に
於
い
て
方
に
将
に
有
為

　
　
し
め

　
を
見
さ
ん
と
す
。
而
る
に
目
告
む
を
以
て
遂
に
以
て
自
ら
救
す
を
得
ず
。
先
生
の
志
は
、
豊
に
深
く
惜
し
む
可
か
ら
ざ
ら
ん
哉
」

　
そ
の
毅
然
た
る
態
度
を
賞
讃
す
る
の
は
よ
し
と
し
て
、
韓
突
が
眼
病
さ
え
な
か
っ
た
ら
明
朝
に
仕
え
て
力
を
発
揮
し
た
か
っ
た
の
だ

ろ
う
と
考
え
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
『
詩
集
』
四
　
七
律
「
雨
中
戯
作
」
に

　
「
旧
業
幸
い
に
遺
譜
を
存
し
て
在
り
、
宙
情
老
来
が
為
に
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
」

と
い
う
の
は
、
老
い
て
家
が
安
定
し
て
も
な
お
役
人
に
な
り
た
い
卑
し
む
べ
き
気
持
が
あ
る
こ
と
を
自
潮
す
る
か
の
如
く
で
あ
り
、
他



の
幾
つ
か
の
詩
に
も
そ
う
読
め
そ
う
で
な
い
こ
と
も
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
中
国
の
知
識
人
は
誰
し
も
出
仕
の
希
望

を
も
っ
の
で
あ
っ
て
、
韓
突
は
そ
れ
が
か
な
り
少
く
な
る
よ
う
に
成
長
し
た
の
だ
と
位
置
づ
け
た
い
。
楊
栄
の
言
葉
は
実
情
に
そ
ぐ
わ

な
い
と
思
う
。

六
、
韓
突
と
医
学
、

神
仙
術

　
再
び
胡
翰
の
「
韓
復
陽
墓
礪
」
に
も
ど
る
。
医
を
業
と
し
た
韓
凝
の
医
学
に
対
す
る
見
方
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
「
嘗
て
医
を
論
じ
て
以
為
え
ら
く
、
医
の
術
為
る
や
、
儒
者
の
学
と
与
に
、
皆
古
え
の
聖
人
よ
り
出
づ
。
而
し
て
後
世
精
工
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
」

　
皆
庸
妄
、
聖
人
を
去
る
こ
と
遠
き
こ
と
甚
し
。
庸
妄
を
以
て
聖
人
の
事
を
業
と
し
、
又
其
の
書
を
習
わ
ず
、
又
儒
に
資
ら
ず
。
宜
べ

　
な
り
、
其
の
之
を
失
す
る
者
の
多
き
こ
と
美
。
吾
の
賢
豪
の
士
を
求
む
る
所
以
は
、
意
う
に
必
ず
隠
る
る
者
有
れ
ば
な
り
焉
」

　
政
策
的
に
は
元
朝
に
於
い
て
儒
者
は
抑
え
ら
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
江
南
の
知
識
人
の
意
識
で
は
、
伝
統
に
従
っ
て
、
儒
は

最
高
位
に
、
医
は
最
下
層
に
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
医
学
を
学
ぶ
こ
と
は
、
聖
人
の
道
を
き
わ
め
ん
と
す
る
点
、

儒
学
に
遜
色
な
い
こ
と
を
宣
言
し
、
し
た
が
っ
て
医
者
た
る
も
の
刻
苦
勉
励
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
そ
の
父
に
よ
っ
て
、
突
も
医
学
の

探
究
を
厳
命
さ
れ
る
。

　
「
君
（
凝
）
は
烏
傷
（
義
烏
）
の
朱
彦
脩
の
著
わ
す
所
の
『
格
致
論
』
の
、
本
を
『
黄
帝
』
、
『
霊
枢
』
、
『
素
問
』
に
推
し
て
、
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η
ゆ
う

　
説
を
為
す
を
得
る
に
及
ん
で
、
梨
然
と
し
て
心
に
当
た
る
。
時
に
彦
脩
没
し
て
已
に
数
載
、
君
乃
ち
突
に
命
じ
て
、
其
の
門
人
従
り

　
尽
く
其
の
術
を
受
け
し
む
・
－
：
・
」

　
朱
彦
脩
、
名
は
震
亨
（
二
一
八
一
∫
二
二
五
八
）
、
元
末
に
活
躍
し
た
医
者
で
あ
る
。

　
無
官
の
文
人
が
、
医
業
を
生
計
の
資
と
す
る
こ
と
は
陸
涛
等
史
上
数
多
見
ら
れ
る
が
、
若
い
時
か
ら
医
学
に
精
進
し
、
医
業
を
本
業

に
位
置
づ
け
る
文
人
は
か
な
り
め
ず
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
。

『
詩
集
』
に
も
、
彼
の
医
学
へ
の
熱
情
が
見
う
け
ら
れ
る
詩
が
間
ま
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
『
詩
集
』
三
　
五
律
「
次
韻
医
家
十
六
詠
」
。

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て



二

そ
の
第
一
首
、
題
し
て
「
処
方
」
、

　
「
数
品
剤
を
成
さ
ん
と
擬
し
、
千
金
珍
を
比
さ
ん
と
欲
す
。
遠
く
は
炎
后
氏
を
宗
と
し
、
近
く
は
漢
朝
の
臣
を
法
と
す
。
必
ず
中
る

　
は
思
い
を
精
に
す
る
こ
と
偏
く
、
奇
を
全
う
す
る
は
意
を
出
だ
す
こ
と
新
た
な
り
。
此
の
妙
に
擦
る
に
由
無
け
れ
ば
、
空
し
く
念
じ

　
て
極
め
て
民
を
疲
れ
し
む
」

　
古
来
か
ら
の
伝
統
に
基
き
つ
つ
、
慎
重
に
創
意
工
夫
を
試
み
る
。
そ
れ
こ
そ
が
民
を
救
う
道
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
精
神
論
か
ら
、

第
三
首
「
蒸
尤
」
、
第
四
首
「
培
橘
」
な
ど
具
体
的
な
作
業
に
及
ぶ
ま
で
、
詩
に
詠
み
続
け
る
。
ま
た
第
士
二
首
「
著
書
」
詩
に
は
、

　
「
自
ら
探
る
蘭
室
の
秘
、
親
し
く
薬
窓
の
偏
な
る
に
向
う
。
術
に
在
り
て
は
奇
奥
多
く
、
文
に
非
ざ
れ
ば
遠
く
伝
わ
る
こ
と
無
し
薬

　
は
諸
品
の
俣
れ
る
を
糾
し
、
工
は
衆
科
の
全
き
を
正
す
。
深
奥
な
り
軒
岐
の
語
、
須
ら
く
知
る
べ
し
天
自
り
出
づ
る
と
」

　
先
賢
の
書
に
よ
り
つ
つ
、
実
地
の
処
方
を
正
す
べ
き
こ
と
を
い
う
。
研
究
熱
心
な
態
度
と
医
学
に
対
す
る
使
命
感
が
あ
ら
わ
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
医
学
を
考
究
す
れ
ば
、
更
に
は
不
老
長
寿
の
仙
人
と
な
る
薬
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
第
十
四
首
「
煉
丹
」
、

　
二
鐘
惟
だ
自
ら
守
る
、
九
転
戻
つ
こ
と
何
ぞ
長
き
。
安
ん
ぞ
浮
沈
の
体
を
識
ら
ん
、
価
お
沐
浴
の
方
を
詰
ん
ず
。
祥
光
時
に
発
し

　
て
艶
に
、
熟
気
暗
に
香
を
生
ず
。
海
上
に
方
士
を
求
め
ず
、
千
年
漢
王
を
笑
う
」

　
こ
の
よ
う
に
、
医
術
は
神
仙
道
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
お
の
れ
一
人
の
命
を
守
る
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
人
を
救
う
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
、
末
尾
の
第
十
六
首
「
通
仙
」
で
は
述
べ
る
。

　
「
医
道
は
仙
道
に
通
ず
、
両
家
は
一
川
の
如
し
。
由
来
兼
ね
て
物
を
済
う
、
独
り
自
ら
年
を
長
う
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
虚
迩
は
閑

　
歩
に
随
い
、
諾
方
は
秘
伝
を
献
ず
。
曽
て
聞
く
丹
鼎
熟
す
れ
ば
、
鶏
犬
も
亦
た
天
に
昇
る
と
」

　
こ
れ
ら
の
詩
の
み
か
ら
見
れ
ば
、
韓
突
は
医
を
通
じ
て
世
を
救
い
、
自
ら
も
仙
人
に
な
る
こ
と
を
志
す
信
念
を
持
つ
人
で
あ
る
が
ご

と
く
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
中
国
知
識
人
の
常
と
し
て
神
秘
主
義
に
の
め
り
こ
む
こ
と
は
で
き
ず
、
神
仙
に
あ
こ
が
れ
を
抱
き
つ
つ
も
、
自

ら
に
そ
の
資
格
が
な
い
こ
と
に
諦
念
す
る
。

　
『
詩
集
』
一
　
五
古
「
丹
訣
の
後
に
書
す
」
に
、
そ
の
問
の
事
情
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
序
、

　
「
李
斯
庵
先
生
（
詳
細
不
明
）
は
既
に
突
に
口
授
す
る
に
丹
訣
を
以
て
し
、
復
た
手
づ
か
ら
、
古
仙
人
丹
訣
を
書
い
て
以
て
突
に
付



　
す
」

　
こ
の
後
に
、
李
斯
庵
の
丹
訣
を
引
き
、
次
の
如
く
し
め
く
く
る
。

　
「
突
は
本
下
愚
に
し
て
、
濁
世
に
生
ま
る
。
顧
だ
乃
ち
妄
り
に
斯
の
事
を
慕
う
。
嘗
て
粗
ぼ
其
の
説
を
得
た
り
と
難
も
、
自
ら
必
ず

　
其
の
人
に
非
ざ
る
を
分
と
し
、
徒
ら
に
高
農
清
夜
に
於
い
て
、
古
仙
人
を
挨
境
の
表
に
翔
首
す
。
其
の
詩
を
詠
歌
し
て
、
以
て
夫
の

　
景
仰
の
懐
い
を
寓
す
。
世
外
に
は
無
窮
の
楽
し
み
有
り
。
世
内
に
は
無
窮
の
悲
し
み
有
り
。
其
の
意
は
言
う
に
勝
う
可
け
ん
耶
。
因

　
り
て
五
言
一
首
を
賦
す
」

　
こ
の
長
い
序
の
あ
と
に
「
弱
冠
丹
術
を
慕
い
、
妄
り
に
仙
は
期
す
可
し
と
謂
う
」
で
始
ま
る
五
言
古
詩
が
始
ま
る
。
若
い
時
に
は
、

医
学
、
仙
術
を
熱
情
的
に
探
究
し
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
そ
れ
が
お
の
れ
の
分
で
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
む
な
し
く
日
を
過
ご
す
と

い
う
の
で
あ
る
。
『
詩
集
』
二
　
七
律
「
秋
懐
次
韻
」
に
い
う
。

　
「
細
か
く
思
え
ば
只
だ
神
仙
の
好
き
有
る
の
み
な
る
も
、
何
れ
の
処
に
か
還
丹
は
求
む
を
得
可
け
ん
」

　
ま
た
、
『
詩
集
』
四
　
七
絶
「
次
韻
し
て
学
庵
舅
に
答
う
」
第
二
首
、

　
「
還
丹
は
訣
あ
る
も
終
い
に
就
し
難
し
」

は
、
ま
さ
に
李
斯
庵
の
「
丹
訣
」
を
実
行
に
移
せ
ぬ
已
を
嘆
く
気
持
で
あ
ろ
う
。

　
彼
の
詩
に
は
、
時
に
、
世
を
救
う
こ
と
な
ど
か
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
、
た
だ
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
感
情
が
率
直
に
詠

わ
れ
て
い
る
。
『
詩
集
』
一
　
五
古
「
蒼
尤
を
採
る
」
。
め
ず
ら
し
い
薬
草
の
蒼
尤
に
つ
い
て
、
そ
の
採
集
方
法
や
取
扱
い
上
の
注
意
を

細
か
に
論
じ
た
後
に
突
然
の
ご
と
く
に
い
う
、

　
「
人
を
済
う
は
余
豊
に
敢
え
て
せ
ん
や
、
柳
か
以
て
除
生
を
養
わ
ん
」

　
韓
突
に
は
か
く
の
ご
と
き
暗
い
面
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
医
者
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
の
眼
病
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

　
た
だ
、
我
々
は
、
彼
の
自
瑚
の
句
に
の
み
か
か
ず
ら
わ
っ
て
、
彼
が
か
く
挫
折
感
を
味
わ
い
な
が
ら
も
、
な
お
医
学
に
よ
っ
て
已
を

す
く
い
人
を
す
く
お
う
と
す
る
、
明
る
い
面
を
持
ち
続
げ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
『
詩
集
』
二
　
七
律
「
種
杏
軒
、

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

一
三



一
四

児
の
為
に
医
す
る
の
賦
四
首
」
の
最
後
の
一
首
に
い
う
。

　
「
花
開
き
果
熟
し
自
ら
年
年
、
林
下
に
深
居
し
て
日
び
曇
然
た
り
。
道
う
莫
れ
陰
功
顕
報
無
し
と
、
小
児
の
頭
上
に
青
天
有
り
」

　
篤
志
の
医
者
を
ほ
め
る
た
め
に
作
っ
た
詩
で
あ
ろ
う
が
、
作
者
の
理
想
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
む
く
い
は
な
く
と
も
、
救
っ
た
子

供
達
が
元
気
に
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
。
韓
突
が
単
な
る
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
隠
逸
詩
人
で
な
か
っ
た
こ
と

が
こ
れ
で
知
れ
よ
う
。

七
、
家
長
と
し
て
の
韓
変

　
医
学
及
び
神
仙
道
に
対
す
る
、
韓
突
の
態
度
は
、
上
の
如
く
一
応
の
安
定
を
見
た
で
あ
ろ
う
が
（
そ
の
日
常
生
活
は
、
お
よ
そ
「
医

に
隠
れ
た
」
詩
人
に
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
不
安
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
を
以
下
に
述
べ
る
。

　
張
士
誠
の
乱
に
お
い
て
、
出
仕
を
断
っ
て
身
を
保
っ
た
経
験
を
生
か
し
て
、
韓
突
が
隠
者
と
し
て
身
を
全
う
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

既
に
述
べ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
、
安
易
な
道
で
は
な
く
、
過
大
な
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
と
は
彼
一
人
の
身
に
か
か
わ
る

の
み
で
は
な
か
っ
た
。
危
険
を
承
知
で
お
の
れ
一
人
清
く
生
き
よ
う
と
思
っ
て
も
、
家
族
や
周
囲
を
ま
き
込
む
お
そ
れ
が
、
特
に
洪
武

建
文
の
治
世
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
家
族
に
対
す
る
愛
情
と
責
任
感
は
非
常
に
深
い
。
真
面
目
な
性
格
の
彼
は
、
隠
者
と
し

て
全
て
を
放
棄
す
る
気
に
は
な
れ
ず
、
為
に
蘇
州
城
内
に
住
み
続
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
韓
突
に
は
、
韓
埼
以
来
の
名
家
を
、
家
長
と
し
て
守
る
べ
き
義
務
、
或
い
は
使
命
感
が
あ
っ
た
。
父
凝
の
生
前
、
次
に
引
く
如
く
、

や
や
異
常
な
形
で
、
長
子
と
し
て
の
任
務
を
託
さ
れ
た
。
『
国
朝
献
徴
録
』
巻
七
十
八
　
「
太
医
院
判
韓
凝
伝
」
（
無
名
氏
、
恐
ら
く
は

「
太
医
院
判
韓
夷
及
其
父
凝
伝
」
と
で
も
あ
る
べ
き
内
容
で
あ
る
）

　
「
（
凝
）
子
は
二
り
、
突
、
夷
。
－
：
：
夷
は
字
伯
翼
、
少
く
し
て
母
を
失
う
。
凝
は
突
に
命
じ
て
之
を
育
て
て
後
と
為
ら
し
む
。
因

　
り
て
詣
孫
と
名
づ
く
」

　
父
の
厳
命
で
、
年
の
離
れ
た
異
母
弟
の
夷
（
も
と
の
名
は
詣
孫
）
を
養
子
と
し
て
育
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
弟
は
、



後
に
従
兄
の
爽
と
と
も
に
、
永
楽
期
に
と
り
た
て
ら
れ
て
太
医
院
に
出
仕
す
る
。

　
「
洪
武
中
、
郡
の
医
学
正
科
と
為
る
。
永
楽
二
年
従
兄
の
太
医
院
使
爽
は
上
に
言
い
て
、
召
し
て
御
医
を
授
げ
し
む
。
改
め
て
夷
と

　
名
づ
げ
、
公
達
と
字
す
。
第
を
致
和
街
に
賜
う
。
継
い
で
院
判
に
升
る
。
突
卒
す
。
陳
情
し
て
賜
侵
を
得
た
り
。
帰
葬
す
。
価
お
葬

　
費
を
給
す
」

　
い
ろ
い
ろ
な
利
害
関
係
や
打
算
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
『
詩
集
』
で
見
る
限
り
、
突
は
し
ば
し
ば
夷
に
詩
を
送
っ
て
深
い
肉
親

の
情
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
詩
集
』
一
　
五
律
「
夷
に
寄
す
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

二
た
び
定
省
を
辞
し
て
従
り
、
両
載
京
華
に
仕
う
。
是
る
処
に
帰
路
有
る
に
、
何
れ
の
時
に
か
暫
ら
く
家
に
至
ら
ん
。
長
江
空
し
く

去
雁
、
落
日
又
飛
花
。
山
色
西
北
に
連
な
り
、
時
時
望
眼
験
か
な
り
」

　
南
京
に
出
仕
し
た
弟
を
は
る
か
に
案
ず
る
こ
と
切
で
あ
る
。

『
詩
集
』
四
　
七
絶
「
詣
京
に
入
る
。
途
中
雪
に
遇
う
。
憶
う
こ
と
有
り
」
。
「
詣
」
は
夷
に
改
名
す
る
前
の
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

南
京
に
こ
れ
か
ら
出
仕
し
に
上
る
夷
を
気
づ
か
う
詩
で
あ
ろ
う
。

　
「
汝
の
身
の
行
く
処
は
我
が
心
随
う
、
坐
し
て
行
程
を
数
え
て
到
ら
ん
時
を
計
る
。
＝
百
孤
舟
京
口
の
雪
、
薪
を
買
い
て
は
何
れ
の

　
処
に
か
朝
炊
に
就
か
ん
」

　
弟
は
今
頃
南
京
へ
つ
い
た
だ
ろ
う
か
、
雪
に
凍
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
出
仕
の
成
功
を
い
の
り
つ
つ
韓
突
は
心
配
す
る
の
で
あ
る
。

　
韓
突
の
死
後
、
夷
の
奔
走
に
よ
っ
て
『
詩
集
』
が
ま
と
め
ら
れ
、
挑
広
孝
の
序
を
冠
す
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
先
述
し
た
よ
う
に
楊

栄
に
「
支
醐
山
十
二
詠
」
に
序
を
書
い
て
も
ら
え
た
の
も
、
皆
韓
突
の
恩
愛
の
深
さ
に
、
夷
が
こ
た
え
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
実
子
に
対
す
る
愛
情
も
深
い
。
『
詩
集
』
二
　
七
絶
「
児
子
の
書
を
得
た
り
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
「
家
に
還
ら
ん
と
信
有
る
も
久
し
く
期
を
過
ぎ
た
り
、
平
安
な
り
と
料
り
得
る
も
也
た
自
ら
疑
う
。
少
き
従
り
曽
て
遠
く
去
ら
教
め

　
ざ
れ
ば
、
門
に
俺
り
て
伯
れ
て
目
斜
め
な
る
時
に
到
る
」

　
不
安
な
世
情
に
お
い
て
、
遠
遊
す
る
子
に
対
す
る
心
配
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
長
年
つ
れ
そ
っ
た
妻
へ
の
愛
情
を
詠
っ
た
詞
も
あ
る
。
『
詩
集
』
四
　
詞
「
千
葉
芝
　
内
に
寿
す
」
、

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

一
五



ノ＼

　
　
　
　
　
　
は
な
は

「
炉
姻
は
沸
沸
、
生
だ
願
う
同
室
に
長
ぜ
ん
と
。
還
お
新
腔
を
度
し
て
旧
琵
を
調
す
。
四
十
三
年
今
目
。

後
来
紅
線
に
相
い
従
う
。
此
れ
自
り
白
頭
ま
で
相
い
守
ら
ん
、
榴
花
に
無
限
の
薫
風
」

ま
た
「
斉
天
楽
」
詞
（
寿
内
）
も
、
夫
婦
無
事
に
過
ご
し
た
こ
と
を
祝
う
作
品
で
あ
る
。

当
初
黄
巻
に
相
い
逢
い
、

八
、
韓
変
の
処
世

　
こ
の
よ
う
に
一
家
春
族
を
背
負
っ
て
い
る
以
上
、
純
粋
な
隠
遁
者
と
な
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
明
初
の
恐
怖
政
治

下
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
政
治
的
に
動
い
て
身
を
守
る
こ
と
は
必
須
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
張
士
誠
の
拠
っ
た
蘇
州
は
太
祖
の
過
激
な

弾
圧
を
受
げ
た
。
知
識
人
の
あ
る
も
の
は
処
刑
さ
れ
（
高
啓
な
ど
）
、
あ
る
も
の
は
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
（
顧
瑛
な
ど
）
。
『
詩
集
』

で
し
ぱ
し
ば
蘇
州
を
目
し
て
「
空
城
」
の
語
を
用
い
る
の
も
（
例
え
ば
『
詩
集
』
二
　
七
律
「
秋
懐
次
韻
」
、
「
風
は
空
域
よ
り
起
こ
り

て
塵
は
漠
漢
、
日
は
荒
苑
に
斜
め
に
し
て
水
は
悠
悠
」
）
そ
の
弾
圧
後
の
実
際
の
光
景
を
い
う
と
と
も
に
、
住
民
の
精
神
的
荒
廃
を
暗
示

す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
文
才
あ
る
知
識
人
は
、
王
賓
や
韓
突
だ
げ
で
あ
り
、
彼
等
が
か
げ
で
蘇
州
の
知
識
人
界
を
リ
ー
ド

し
な
く
て
は
た
ち
い
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
『
詩
集
』
を
く
れ
ば
、
中
央
政
府
の
大
官
と
の
交
際
こ
そ
少
な
い
が
、
地
方
官
一
吏
）

と
の
詩
の
や
り
と
り
は
多
い
。

『
詩
集
』
一
　
五
古
「
郡
侯
の
張
公
雨
晴
薦
に
応
ず
」
で
は
、
張
知
事
が
善
政
を
布
い
た
お
か
げ
で
、
天
も
感
じ
て
雨
調
風
順
と
な
っ

た
こ
と
を
こ
と
ほ
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね

　
「
惟
れ
侯
は
葱
の
邦
に
粒
み
、
民
に
於
い
て
大
い
に
志
有
り
。
動
に
天
を
以
て
心
と
為
す
、
豊
に
但
だ
徳
憶
悌
な
る
の
み
な
ら
ん
や
」

『
詩
集
』
二
の
守
道
政
に
「
世
よ
城
市
に
居
る
も
、
嘗
て
一
も
官
府
に
至
ら
ず
」
と
、
韓
突
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
役
所
に
行
か
な
く

と
も
、
知
識
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
力
を
行
使
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
数
十
年
後
、
無
官
の
ま
ま
蘇
州
の
地
方
政
治

を
牛
耳
っ
た
沈
周
、
唐
寅
、
祝
允
明
ら
の
先
達
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
か
く
考
え
る
と
、
蘇
州
知
府
の
挑
善
と
の
面
会
を
固
く
拒
ん
だ
と
い
う
、
韓
突
の
代
表
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
う
さ
ん
臭
く
な
る
。
挑



善
は
、
『
明
史
』
巻
一
百
四
十
二
の
伝
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
「
（
洪
武
）
三
十
年
蘇
州
知
府
に
遷
る
。
初
め
、
太
祖
は
呉
の
俗
蕃
階
な
る
を
以
て
、
重
く
縄
す
に
法
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
。
籍
者
は

　
更
に
短
長
を
持
し
て
相
い
攻
評
す
。
善
は
政
を
為
す
に
大
体
を
持
し
、
苛
細
を
為
さ
ず
。
訟
は
遂
に
衰
息
す
。
呉
中
大
い
に
治
ま
る
。

　
好
ん
で
節
を
折
っ
て
士
に
下
る
。
隠
士
の
王
賓
、
韓
突
、
猷
貞
木
、
銭
芹
の
輩
に
敬
礼
す
。
－
：
：
時
に
燕
兵
已
に
南
下
す
。
密
か

　
に
鎮
、
常
、
嘉
、
松
の
四
守
を
結
び
て
、
民
兵
を
練
り
て
備
え
を
為
す
。
芹
を
朝
に
薦
む
。
行
軍
断
事
に
署
す
。
善
は
尋
い
で
京
師

　
に
至
る
。
・
－
：
・
建
文
四
年
詔
り
し
て
、
蘇
、
松
、
常
、
鎮
、
嘉
興
五
府
の
兵
を
兼
ね
て
勤
王
せ
し
む
。
兵
未
だ
集
ま
ら
ざ
る
に
燕

　
王
已
に
京
師
に
入
る
。
：
・
：
・
屈
せ
ず
し
て
死
す
」

と
い
う
よ
う
な
、
蘇
州
に
善
政
を
も
た
ら
し
た
、
忠
君
愛
国
の
人
で
あ
っ
た
。
『
詩
集
』
一
　
五
古
「
安
分
軒
」
に
次
の
如
き
記
述
が
あ

る
。　

「
政
化
日
に
既
に
弛
み
、
衆
情
目
に
滋
す
競
う
。
何
に
由
り
て
か
兵
訟
息
み
、
家
国
永
え
に
嘉
靖
せ
ん
」

　
こ
れ
が
「
籍
者
は
更
に
短
長
を
持
し
て
相
い
攻
評
す
る
」
よ
う
な
、
蘇
州
の
世
情
を
憂
え
た
句
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
「
訟
は
遂
に
衰
息

す
る
」
よ
う
に
導
い
た
挑
善
を
疎
ん
じ
る
い
わ
れ
は
な
い
。
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
く
と
も
没
交
渉
の
ま
ま
と
は
思
え
な
い
。

　
永
楽
帝
の
治
世
に
編
ま
れ
た
『
詩
集
』
に
も
と
よ
り
そ
の
痕
跡
は
な
い
が
、
こ
の
間
の
韓
突
の
身
の
処
し
方
に
は
あ
い
ま
い
な
も
の

が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
靖
難
の
変
が
終
わ
り
、
永
楽
期
に
な
る
と
、
自
ら
は
も
は
や
老
齢
で
病
気
が
ち
な
の
で
隠
屠
生
活
を
続
け
る
が
、
弟
の
夷
や
従
弟
の

爽
が
、
中
央
政
府
に
出
仕
を
は
じ
め
る
。
こ
の
出
仕
が
突
の
古
く
か
ら
の
知
友
で
永
楽
帝
の
ブ
レ
ー
ソ
と
な
っ
た
挑
広
孝
の
力
に
よ
る

所
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
『
詩
集
』
で
は
、
例
え
ば
一
　
七
古
「
道
上
人
に
寄
す
」
の
「
永
楽
改
元
徳
化

新
た
な
り
」
の
如
く
永
楽
帝
の
治
世
を
こ
と
ほ
ぐ
言
葉
が
散
見
す
る
。
建
文
期
の
暗
欝
が
晴
れ
た
喜
び
も
あ
ろ
う
が
、
家
族
が
出
仕
で

き
た
喜
び
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
「
隠
逸
詩
人
」
に
は
ふ
さ
わ
し
い
表
現
と
は
い
え
な
い
。

　
挑
善
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
や
や
武
断
に
傾
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
が
政
治
的
利
害
と
は
無
縁
に
生
き
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
。
『
詩
集
』
の
表
向
き
の
隠
逸
的
な
風
気
の
裏
に
は
あ
る
種
の
い
か
が
わ
し
さ
が
た
だ
よ
う
。
し
か
し
、
筆

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

一
七



一
八

者
の
目
的
は
、
韓
突
の
隠
逸
詩
人
と
し
て
の
偶
像
を
お
と
し
め
る
に
在
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
に
政
治
と
関
わ
り
を
も

た
な
く
て
は
生
き
て
い
け
な
い
状
況
下
で
、
そ
れ
で
も
、
何
と
か
清
潔
な
隠
逸
の
境
地
を
保
と
う
と
し
た
彼
の
意
志
を
評
価
し
た
い
の

で
あ
る
。

　
な
お
つ
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
大
官
と
の
交
わ
り
を
示
す
詩
は
『
詩
集
』
の
中
で
は
や
は
り
ま
れ
で
、
多
く
の
詩
は
群
小
の
知

識
人
達
に
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
る
。
小
官
吏
（
『
詩
集
』
一
　
五
律
「
陳
監
税
に
送
る
」
）
、
学
生
（
『
詩
集
』
一
　
五
律
「
府
学
生
員
を
送

る
」
）
、
教
官
（
『
詩
集
』
一
　
五
律
「
県
学
教
諭
を
送
る
」
）
、
恐
ら
く
は
罪
を
得
て
遠
流
さ
れ
る
者
（
『
詩
集
』
一
　
五
律
「
人
の
北
に

戊
す
る
を
送
る
」
　
二
首
）
、
食
い
つ
め
て
塾
の
教
師
に
な
る
も
の
（
『
詩
集
』
二
　
七
律
「
湯
時
中
の
塾
師
に
赴
く
を
送
る
」
）
な
ど
、

弱
い
立
場
の
人
々
に
同
情
を
寄
せ
る
。
そ
こ
に
我
々
は
韓
突
の
知
識
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

九
、
韓
変
と
仏
教

　
世
界
は
混
乱
し
、
自
ら
も
雑
事
に
心
乱
さ
れ
ね
ば
や
ま
な
い
こ
の
濁
世
に
お
い
て
、
韓
突
は
死
ぬ
ま
で
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
模

索
し
て
い
た
と
思
う
。
『
詩
集
』
二
　
「
生
目
次
韻
」
に
い
う
。
詩
中
に
い
う
よ
う
に
五
十
七
歳
の
時
の
作
で
あ
る
。

「
満
頭
の
白
髪
は
烏
巾
に
裏
ま
れ
、
我
に
三
年
を
仮
せ
ば
是
れ
六
旬
。
何
れ
の
処
に
か
山
林
は
将
に
老
い
使
め
ん
と
す
、
余
生
は
天
地

　
人
を
帰
し
め
ん
と
欲
す
。
還
丹
は
自
ら
信
ず
仙
骨
無
き
を
、
大
患
は
都
て
縁
る
幻
身
有
る
に
。
懐
思
未
だ
成
ら
ざ
る
に
哀
思
集
ま
る
、

　
春
風
満
眼
蓼
蓑
新
た
な
り
」

「
仙
骨
の
無
い
」
こ
と
は
と
っ
く
に
わ
か
っ
て
い
る
。
神
仙
道
で
救
わ
れ
る
期
待
は
な
い
。
そ
こ
で
「
大
患
は
幻
身
有
る
に
縁
る
」
と

い
う
諦
観
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
彼
の
輿
味
が
仏
教
に
向
う
の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
方
外
の
交
わ
り
を
詠
む

詩
は
、
「
詩
集
」
の
多
く
の
部
分
を
占
め
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
れ
ら
に
重
き
を
お
か
な
い
。
そ
こ
に
は
深
遠
な
る
思
索
は
な
く
、
仏

教
に
ま
つ
わ
る
ム
ー
ド
を
楽
し
む
態
度
が
濃
厚
で
、
僧
侶
と
の
交
わ
り
も
そ
の
ム
ー
ド
を
背
景
と
し
た
詩
作
の
応
酬
を
楽
し
む
か
の
如

く
で
あ
る
。
『
詩
集
』
四
　
詞
「
踏
捗
行
　
秋
夕
山
方
の
寺
に
宿
す
」
の
後
半
を
引
く
。



　
「
杏
杏
た
る
松
羅
、
冷
冷
た
る
鐘
鼓
。
上
方
は
更
に
雲
深
き
処
に
在
り
。
餐
糸
禅
楊
今
宵
に
話
す
、
師
従
り
無
生
の
句
を
了
せ
ん
と

　
欲
す
」

　
哲
理
な
ど
は
述
べ
な
い
。
寺
に
泊
っ
て
、
和
尚
と
の
話
を
楽
し
む
と
い
う
外
観
の
み
を
詠
ん
で
い
る
。
「
無
生
」
の
語
を
韓
突
は
好
ん

で
用
い
る
（
例
え
ば
『
詩
集
』
三
　
五
律
「
春
遊
」
）
が
、
こ
れ
も
仏
教
の
真
理
と
い
う
よ
う
な
仰
々
し
い
も
の
で
は
な
い
。
実
は
突
が

尊
敬
し
た
王
維
が
愛
用
し
た
語
（
例
え
ば
「
弁
覚
寺
に
登
る
」
詩
）
で
、
王
維
に
な
ら
っ
て
詩
の
仏
教
的
ム
ー
ド
を
も
り
あ
げ
よ
う
と

し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
し
て
、
仏
教
界
も
政
治
の
影
響
の
及
ば
ぬ
聖
地
で
は
な
い
。
『
詩
集
』
巻
二
　
七
律
「
僧
の
僧
司
に
赴
き
、
試
巻
を
謄
録
す
る
を
送

る
」
に

　
「
聖
恩
は
元
仏
恩
と
同
じ
、
詔
り
し
て
諾
僧
を
試
み
て
古
風
を
振
わ
す
」

　
憎
に
対
す
る
科
挙
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
国
家
の
統
制
を
強
め
よ
う
と
す
る
。
（
僧
録
司
の
設
置
は
二
二
八
二
年
）
韓
突
は
、
う
わ

べ
は
そ
の
こ
と
を
讃
え
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、

　
「
文
字
を
官
に
送
り
て
録
上
を
煩
わ
す
、
切
に
須
べ
か
ら
く
検
点
す
べ
し
功
を
論
ず
る
莫
れ
」

　
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
、
い
い
め
に
あ
い
た
い
と
思
う
な
、
と
結
ぶ
の
は
、
何
か
裏
に
不
同
意
を
含
ん
で
い
る
よ
う
な
語
気

で
あ
る
。十

、
韓
変
晩
年
の
詩
境

仏
教
で
一
時
的
な
清
浄
感
を
味
わ
え
て
も
、
結
局
は
救
わ
れ
な
い
。
か
と
い
っ
て
世
俗
の
圧
力
は
常
に
身
近
に
迫
っ
て
く
る
。
『
詩
集
』

一
　
五
律
「
仲
夏
」
に
い
う
。

　
「
住
み
て
城
府
に
在
り
と
難
も
、
一
生
林
下
の
人
。
長
き
斎
は
箏
蕨
に
甘
ん
じ
、
少
く
出
づ
る
は
衣
巾
に
獺
な
れ
ば
な
り
。
雨
気
重

幕
に
入
り
、
樹
陰
は
四
隣
に
分
か
つ
。
来
客
の
語
る
を
聞
く
を
伯
る
、
田
野
飢
民
有
り
と
」

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

一
九



二
〇

　
お
の
れ
の
生
存
と
い
う
よ
り
も
、
精
神
の
安
定
を
犯
そ
う
と
す
る
、
飢
饅
の
ニ
ュ
ー
ス
が
耳
に
入
っ
て
く
る
の
を
ひ
た
す
ら
恐
れ
て

い
る
。
晩
年
体
が
衰
弱
し
、
外
出
し
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
殊
に
人
事
に
よ
っ
て
、
心
が
動
か
さ
れ
る
の
を
警
戒
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
人
と
の
交
わ
り
は
、
失
望
に
終
わ
る
こ
と
が
多
く
て
、
彼
の
心
を
傷
つ
け
が
ち
で
あ
る
。
『
詩
集
』
一
　
五
律
「
秋
晩
」
、

　
「
世
道
は
消
長
多
く
、
交
情
は
是
非
半
ば
す
。
白
頭
は
俗
底
に
流
れ
、
転
た
覚
ゆ
寸
心
違
え
る
を
」

　
ま
た
『
詩
集
』
三
　
五
律
「
雑
言
」
、

　
「
窮
り
無
き
は
惟
れ
世
事
、
定
め
難
き
は
是
れ
人
心
」

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
人
事
を
愛
好
す
る
よ
う
な
側
面
が
彼
に
は
あ
っ
た
。
先
の
「
仲
夏
」
の
詩
に
「
住
み
て
城
府
に
在
り
」
と
い
う

よ
う
に
、
人
の
集
中
す
る
繁
華
な
地
を
離
れ
た
く
な
い
、
所
謂
「
隠
逸
の
士
」
に
に
つ
か
わ
し
く
な
い
志
向
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。

老
年
に
至
る
ま
で
政
治
に
彼
な
り
の
し
方
で
関
わ
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
家
族
を
守
る
こ
と
は
、
負
担
が
大
き
か

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
生
き
が
い
で
も
あ
っ
た
。
清
浄
を
求
め
る
一
方
で
、
人
事
を
嫌
う
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
相
い
矛
盾
す
る

志
向
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
バ
ラ
ソ
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
、
晩
年
の
韓
亦
大
の
課
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
彼
は
「
解
后
（
運
遁
）
」
と
い
う
こ
と
ば
を
多
用
す
る
。
『
詩
集
』
二
　
五
律
「
晩
歩
」
、

　
「
客
愁
散
歩
せ
ん
と
思
い
、
疾
い
に
力
め
て
亭
堂
よ
り
下
る
。
水
暖
か
に
し
て
魚
の
楽
し
み
を
知
り
、
林
幽
か
に
し
て
憩
の
香
を
識

　
る
。
風
無
く
し
て
花
の
信
は
少
く
、
雨
ふ
ら
ず
し
て
菜
畦
は
荒
る
。
解
后
す
西
隣
の
蔓
、
閑
談
し
て
夕
陽
に
至
る
」

　
孤
独
を
好
む
一
方
で
人
恋
し
い
。
か
と
い
っ
て
、
計
算
ず
く
や
結
果
を
求
め
て
、
人
と
関
わ
る
の
は
不
愉
快
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
に

と
っ
て
、
偶
然
に
よ
る
出
会
い
、
意
識
を
超
え
た
と
こ
ろ
か
ら
ひ
ょ
っ
く
り
と
む
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
る
「
解
后
」
こ
そ
が
望
ま
し
い
。

　
人
事
は
も
ち
ろ
ん
、
医
学
（
神
仙
道
）
、
仏
教
も
彼
を
救
わ
な
い
。
か
と
い
っ
て
そ
れ
ら
を
全
て
捨
て
て
絶
対
孤
独
の
境
地
を
目
指
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
志
向
が
混
然
と
一
体
化
し
た
よ
う
な
微
妙
な
感
情
の
複
合
体
、
そ
れ
を
彼
は
詩
に
載
す
べ
く
晩

年
努
力
し
続
け
た
の
で
は
な
い
か
。
も
と
よ
り
救
い
は
な
い
。
『
詩
集
』
三
　
五
律
「
次
韻
し
て
王
之
常
に
答
う
」
、

　
「
家
貧
し
き
は
世
難
に
由
り
、
身
病
む
は
是
れ
詩
魔
」

　
何
の
役
に
も
立
た
な
い
の
に
、
詩
作
に
魅
せ
ら
れ
る
こ
と
を
く
り
返
し
く
り
返
し
彼
は
い
う
。
老
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
至
っ
た
か



か
る
徴
妙
な
心
境
を
、
詩
作
に
よ
っ
て
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
こ
そ
彼
の
生
き
が
い
と
な
っ
た
ろ
う
。

　
『
詩
集
』
四
　
詞
「
生
査
子
　
夏
日
」
。
『
詩
集
』
最
後
の
作
品
で
あ
る
。
恋
す
る
女
性
を
う
た
う
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
は
自
分
の

心
境
を
い
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
つ

　
「
虚
腸
桐
花
落
ち
、
疎
泊
荷
気
通
ず
。
独
自
閑
庭
を
達
る
。
往
来
還
去
せ
ず
。
履
の
滑
べ
る
は
旧
苔
滋
る
な
り
、
衣
の
潤
う
は
残
香

　
賦
た
る
な
り
。
一
個
の
人
も
来
た
る
没
し
、
心
中
の
事
を
細
説
せ
ん
に
」

　
「
没
一
個
人
来
、
細
説
心
中
事
」
。
自
分
の
気
持
を
伝
え
る
べ
き
人
が
い
な
い
さ
び
し
さ
を
詠
う
よ
う
に
表
向
き
は
見
え
る
句
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
韓
突
の
微
妙
な
感
情
が
わ
か
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
心
中
の
事
を
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
は
も
ち
つ
づ

け
な
が
ら
、
一
方
で
そ
れ
を
抑
え
て
誰
に
も
い
わ
ず
に
、
す
な
わ
ち
誰
に
も
じ
ゃ
ま
さ
れ
ず
に
、
じ
っ
と
今
の
心
境
を
味
わ
う
。
そ
し

て
、
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
心
境
と
経
緯
を
美
し
い
詩
詞
の
形
に
し
て
、
最
後
に
は
人
に
伝
え
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

十
一
、
お
わ
り
に

　
隠
逸
思
想
に
せ
よ
、
隠
逸
詩
に
せ
よ
、
何
百
年
間
繰
り
返
し
繰
り
返
し
生
産
さ
れ
続
け
た
も
の
で
あ
る
。
思
想
史
的
文
学
史
的
に
は
、

最
初
の
発
生
の
み
が
大
切
で
、
継
続
す
る
後
の
も
の
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
独
創
性
の
な
い
模
傲
と
し
て
か
た
づ
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
模
傲
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
の
一
句
、
；
日
、
一
行
動
の
裏
に
は
そ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
の
人
生
体
験
の
複
合
が
隠
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
作
者
の
人
生
の
厚
み
を
意
識
し
つ
つ
作
品
を
読
め
ば
、
文
学
史
的
な
観
点
か
ら
見
逃
さ
れ
が
ち
な
「
価
値
」
が
確
か

に
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
筆
者
は
思
う
の
で
あ
る
。

『
韓
山
人
詩
集
』
に
つ
い
て

二
一


